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５
月
３０
日

午
後
―
時
３０

分
よ
り
、
と

り
ぎ
ん
文
化

会
館
小
ホ
ー

ル
で
、
正
会

員
５
６
１
名

（
本
人
出
席

３
１
７
名
、

委
任
状
出
席

２
４
４
名
）

の
出
席
に
よ

り
第
３‐
固
定

時
総
会
が
盛

大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

岡
本
博
義

会
員
の
司
会

に
よ
り
、
会

員
在
籍
中
の

物
故
者
３
名

の
逝
去
を
悼
み
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。木

島
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち

「
こ
の

４
月
―
日
か
ら
公
益
社
団
法
人
に
な
り

第
―
回
目
の
総
会
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
皆
さ
ん

一
つ
ひ
と
つ
の
行
動
が
厳

し
く
世
間
の
目
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
理

事
、
監
事
は
今
ま
で
以
上
に
責
任
を

も

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

公
益
社
団
法
人
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

噛
み
し
め
な
が
ら

『会
員
ひ
と
り

一
会

員
加
入
』
を
目
指
す
と
と
も
に
、
仕
事

も
―
件
で
も
多
く
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

今
後
は
、
公
益
社
団
法
人
と
い
う
こ
と

を
十
分
に
認
識
し
て
活
動
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
武
田
行
雄
鳥
取
市
経
済
観
光

部
長
が

「竹
内
功
鳥
取
市
長
が
公
務
出

張
の
た
め
、
代
わ
り
に
祝
辞
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
度
は
ポ
イ
捨
て

禁
止
条
例
に
関
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
バ

ス
利
用
実
態
調
査
、
今
年
度
は
観
光
地

お
も
て
な
し
環
境
改
善
事
業
な
ど
の
緊

急
雇
用
創
出
事
業
を
実
施
さ
れ
、
鳥
取

市
と
連
携
し
た
就
業
機
会
の
確
保
　
拡

大
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２５

年
秋
に
鳥
取
市
で
開
催
さ
れ
る
第
３０
回

全
国
都
市
緑
化
と

っ
と
リ
フ
エ
ア
で

は
、
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て

フ
ェ
ア
の
運
営
に
こ
協
力
い
た
だ
く
こ

と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
活
動
の

一

翼
を
担
う
大
切
な
人
材
で
あ
り
、
知
識

や
経
験
を
活
か
し
た
こ
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
高
齢

者
の
社
会
参
加
が
よ
り

一
層
促
進
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
所
存
で
す
」
と
代

読
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
中
西
照
典
市
議
会
議
長

が

「第
３‐
回
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
総
会
並
び
に
公
益
社
団
法
人

と
し
て
の
第
１
回
の
総
会
に
お
招
き
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
昨

年
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
親
睦
会
に
お
招

き
い
た
だ
い
て
、
皆
さ
ん
が
非
常
に
和

や
か
で

一
致
団
結
し
、
会
を
盛
り
上
げ

て
お
ら
れ
る
姿
を
肌
身
で
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
長
寿
社

会
で
あ
り
、
鳥
取
市
も
６５
歳
を
超
え
た

方
が
４
万
５
千
人
以
上
い
ら
っ
し
ゃ
い
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ま
す
。
そ
う
い
う
方
た
ち
が
日
々
生
活

に
潤
い
を
も
っ
て
心
豊
か
に
い
か
に
過

し
て
い
か
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
鳥
取

市
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
鳥
取
市
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
の
関
係
が
良
好
に
い
く
こ
と
、

そ
れ
は
議
会
と
し
て
も
願
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
」
と
こ
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

祝
電
披
露
の
後
、
木
島
理
事
長
が
仮

議
長
と
な
り
総
会
の
開
会
を
宣
言
さ

れ
、
議
長
選
出
の
結
果
、
田
渕
精

一
郎

会
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、
花
原
好
恵
監
事
に
よ
り
監

査
報
告
が
な
さ
れ
、
続
い
て
報
告
事
項

の
説
明
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
決
議
事

項
の
審
議
に
入
り
、
第
―
号
議
案

「平

成
２３
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件
」
第
２

号
議
案

「理
事
１３
名
選
任
の
件
」
第
３

号
議
案

「監
事
２
名
選
任
の
件
」
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
田
渕
議
長
の
閉

会
宣
言
で
午
後
３
時
４５
分
に
閉
会
し
ま

し
た
。

摯鱚
浴
只
辟懇
馘
一一鯰
攣
絣
攀舞

理

事

長

副
理
事
長

専
務
理
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

に
ｍ
　

事

監
皿
　

事

藤 花 吉 太 伊 田 岡 小 寺 原 福 佐 山 徳 西
々

本 原 田 田 藤 中 西 塩 本  田 木 崎 田 根

好 一 義 茂  輝 幸 敏 富 賢 純 年 邦 弘
太

保 恵 男 久 樹 勉 夫 子 昭 男 郎 子 寒 子 康

会
員
番
号
　
　
氏
　
名

　

地
域
班

《役
員
表
彰
》

１
４
１
７
　
花
原
　
好
恵
（醇
　
風
）

《会
員
表
彰
》

◆
二
＋
年
表
彰

７
６
０
　
中
山
シ
ゲ
ヨ
（美
保
南
）

◆
十
年
表
彰

１
４
４
３
　
山
本
　
光
美
（城
　
北
）

１
４
４
５
　
エハ
浦
　
忠
雄
（湖
山
南
）

１
４
５
８
　
尾
崎
　
達
夫
（湖
山
南
）

１
４
５
９
　
田
中
　
久
美
（稲
葉
山
）

１
４
６
２
　
瀧
　
　
幸
子
（美
　
保
）

１

４

６

５

１

４

７

２

１

４

７

６

１

４

７

８

１

４

９

１

１

４

９

３

１

５

１

０

１

５

１

６

１

５

１

８

１

５

２

０

１

５

３

８

１

５

４

２

１

５

５

３

１

５

６

１

岡
野

”　
博
（遷
　
禾
已

田
中
　
益
夫
（湖
山
南
）

西
根
　
弘
康
（世
紀
南
）

坂
口
富
士
男
（日
　
進
）

西
村
み
さ
を
（美
保
南
）

北
村
　
幾
郎
（岩
　
倉
）

玉
尾
　
道
弘
（末
　
恒
）

平
野
　
静
枝
（津
ノ
丼
）

田
渕
精

一
郎
（岩
　
倉
）

片
山
　
　
正
（醇
　
風
）

松
岡
　
和
朗
（美
　
保
）

古
田
　
笑
子
（湖
山
北
）

中
原
　
続
務
（岩

〈巳

森
下
　
道
子
（明
　
徳
）
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隆
藝
・楼
・軋
洟
・嶼
一務
・

そ
ん
な
前
理
事
長
の
思
い
を
引
継

　

し
上
げ
て
こ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ぎ
、
ま
ず
シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
理
念

　

ま
す
。

で
あ
る

「
自
主
　
自
立
　
共
働
　
共

全
国
安
全
離
業
表
彰
を
受
け
る

一
一
一一
一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一一
一
一
一
一
一
一
一
一一
一
一
一
、

受
賞
し
て
事
故
が
起
こ
る
よ
う
で
は

い
け
ま
せ
ん
の
で
、
全
会
員
が
今

一

度
気
を
引
き
締
め
て
安
全
就
業
に
心

が
け
て
、
今
度
は
優
秀
賞
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

６
月
２５
日
に
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

（東
京
都
）
で
行
わ
れ
た
公
益
社
団

法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
協
会
定
時
総
会
に
お
い
て
、
当

セ
ン
タ
ー
が
平
成
四
年
度
安
全
就
業

優
良
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し

て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
優
秀
賞
に

５
セ
ン
タ
ー
、
優
良
賞
に
――
セ
ン

タ
ー
が
選
ば
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
、
西
根
理
事
長
が
出
席
し
優
良
賞

を
授
か
り
ま
し
た
。
誉
れ
あ
る
受
賞

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
が
大
切
で
す
。

機轟‐機爾議入‐拿攣ヤを4｀T本撃警ン輩■‐澤1撃鱒‐傘
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安
．全
大
会
を
終
え
て

安
全
　
適
正
就
業
部
会
長

寺

本

敏
　
昭

３
月
９
日
第
１１
回
安
全
大
会
が
、
と

り
ぎ

ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に

て

３
１
６
名
参
加
の
も
と
に
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

木
島
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
安
全
就

業
標
語
優
秀
作
品
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
優
秀
賞
に
山
田
繁
寿
会
員

（気

高
）
、
佳
作
に
野
村
誠
治
会
員

（気
高
）

松
本
典
征
会
員

（用
瀬
）
、
土
橋
豊
彦

会
員

（世
紀
北
）
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

表
彰
に
続
い
て
、
（社
）
鳥
取
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
伊
藤
静

夫
事
務
局
長
、
及
び
鳥
取
市
福
祉
保
健

部
藤
原
典
子
保
健
師
の
お
二
方
に
こ
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
康
で
事
故
な

く
就
業
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
安
全
就
業
の
着
実
な
成
果
を
期
す

た
め
、
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
る
安
全

・

適
正
就
業
月
間
は
も
と
よ
り
、
年
間
を

通
し
て
安
全
意
識
の
高
揚
、
及
び
啓
発

に
努
め
た
と
こ
ろ
、
平
成
２４
年
度
の
全

国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
全
就
業

優
良
表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
受
賞
を
契
機
に
、
定
め
ら

れ
た
就
業
規
則
を
胸
に
刻
み
、
安
全
で

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
引
き

続
き
会
員
の
皆
様
の
こ
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。一な

ス
一一一一一一同

一一́
ヌ
一一一一一一同

７
月
―
日
か
ら
３‐
日
ま
で
、
安
全

・

適
正
就
業
強
化
月
間
が
全
国

一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
も
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
次
の
通
り
啓
発
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

①
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
実
施

理
事
及
び
安
全
　
適
正
就
業
部
会

員
が
就
業
現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
、
会
員
の
安
全
適
正
就
業
を

促
す
。

ｏ
巡
回
日

７
月
４
日

・
――
日

・
‐８
日

・
コ
日

の
４
日
間

・
主
な
巡
回
場
所

剪
定
、
草
刈
、
除
草
、
清
掃
作
業

等
の
就
業
現
場

②
安
全

。
適
正
就
業
強
化
月
間
の
看
板

の
設
置

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
事

務
所
入
り
□
横
に
設
置
す
る
。

③
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
主
催
の
研
修
会
に
参
加

日
程
　
７
月
即
日
（金
）

場
所
　
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
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璽

山
班

大

野

正

明

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
は
、
セ
ン

タ
ー
主
催
の
パ
ソ
コ

ン
教
室
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
４
年

前
入
会
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
図
ら
ず

も
班
長
に
選
出
さ
れ
自
信
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
先
輩
班
長
の
こ
指
導
こ
協
力
の

も
と
な
ん
と
か
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
先
般
、
５
月
２６
日
に
は
班
の

一

日
奉
仕
デ
ー
と
し
て
、
稲
葉
山
公
民
館

一製
の
草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
班
員
１９

名
の
う
ち
１０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
参
加
し
や
す
い
班
会
を

め
ざ
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
が
少
し
で

も
図
れ
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
御
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

霊

班

森

木

一

好

こ
れ
か
ら
毎
日
暑

い
日
が
続

き
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
健

康
に
気
を
つ
け
暑
さ

に
負
け
ず
に
が
ん
ば
り
ま
し
よ
う
。

凝

班

砂

山

幹

雄

私
は
こ
の
た
び
浜

坂
班
班
長
を
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
当
班
の
会
員
は
四
名

で
す
が
、
今
後
高
齢
化
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
会
員
数
の
確
保
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
先
般
浜
坂
小
学
校

運
動
会
に
伴
い
、
校
庭
等
の
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
協
力

頂
い
た
会
員
の
皆
様
あ
り
が
と
う
こ
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
浜
坂
公
民
館
の
清
掃

も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
こ
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
後
２
年

間
会
員
の
確
保
と
相
互
親
睦
の
た
め
、

お
世
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

翻

南
班

宮

本

博

司

こ
の
度
、
湖
山
南

班
の
班
長
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

３６
年
余
り
電
気
店

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
ヘ
ル

パ
ー
２
級
を
取
得
し
、
介
護
老
人
福
祉

施
設
に
勤
め
ま
し
た
。
そ
の
様
々
な
経

験
を
活
か
し
た
い
と
思
い
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
早
や
６
年

目
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
色
々
お
世
話
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

昼
］同班
　
升
　
尾

＝

リ
目

（

私
は
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー

の
会

員
に

な

っ
て
４
年

目
で

す
。
こ
の
度
図
ら
ず

も
班
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ど
う
い
う
こ
と
を
す
れ
ば
い
い

の
か
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
班

長
、
世
話
人
、
会
員
の
方
々
の
意
見
を

聞
き
、
気
高
班
を
活
性
化
す
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　
　
　
　
一

暴

班

上

紙

勝

英

用
瀬
班
の
班
長
に

な
り
ま
し
た
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

一驚
一
　
　
・・
〓

〓〓
〓
Ｆ
・
、
■

．

嵐
だ
〓麟

魃
一一一一驚
ｒ
・

‐
蝙緩:1事

::1.

1篠
=|‐

■||`
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で,は

じん急  をしてぃます

く
手
作
り
作
品
製
作
事
業

しゃんじゃん傘
張り作業 >

▲草刈作業

鰊 織 摯織 橿 魏 攣養 篠 鮮 鰊 織 舞 霧 織 晰 苺整 緩 織i悛 議 競難 穣 な 轟 饉 磁 輩 颯 難 難 難 難 劣 禁舞 海 摯 簸 摯 ■泰 整 鰺 織 機 螂 :漑 議 舞義 舞 鰊 韓 難 難 議 悛 難 総 議 .魏
=驀

:簸 議 警 控 鶉

・書

‡

悛

菫

鷲

書

漑

驚

驚

饉

鰊

・鷲

雛

鰊

難

曇

壼

シ
ル
バ
ー
会
員
有
志
で
立
ち

上
げ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
昨
年
――
月
自
兎
ゴ
ル
フ

場
で
第
１
回
を
開
催
し
２０
余
名

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
も
１０
月
初
め
に
第
２
回
大
会

を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
会
員
相
互
の
親

睦
と
交
流
の
た
め
多
数
の
会
員

の
こ
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
詳
し
い
内
容
は
近
々
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

《
お
問
合
せ
先
》

面
影
班
　
河
　
丼

四

１
６

０

４

７

薔

難

継

薇

菫

警

菫

薇

菫

菫

蓋

鯰

薔

灘

継

鸞

議
競
・機
鶴

▲襖張替作業

▲剪定作業

▲子育て支援「にこにこ広場」

鰊 議 lIItt織 魏 轟 嶽 糠 鰊 議 舞 蕪 舞 悛 轟 嚢 華 晰 義 棒
・

薇 濤 、義 Ⅲ 悛 難 繭 麟 :蜀 難 驀 絲華 咸 義 摯舞 継 鰊 鶴 鐵
=薇

鷲職 織 苺 薇 雑 織 舞 議 鰊 継 撥 難 隆 議 華 議 薫 颯 驀 秦 雑 颯
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事
務
局
体
制
と

分
掌
事
務
に

，
い
て

【分
掌
事
務
の
変
更
】

◆
総
務

。
事
業
チ
ー
ム

（兼
務
）

］序
　
　
光
葉
　
王ヽ
事

草
刈
　
除
草
作
業
を
担
当
し
ま
す
。

◆
嘱
託
職
員
　
　
　
　
谷
口
ま
ち
子

襖
　
障
子
張
り
、
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘

張
り
、
手
作
り
作
品
製
作
事
業
、
着
付

け

・
縫
製
作
業
に
関
す
る
こ
と
を
担
当

し
ま
す
。

◆
臨
時
職
員
　
　
　
　
川
西
　
清
美

鳥
取
市
か
ら
の
観
光
地
お
も
て
な
し

環
境
改
善
事
業
、
家
庭
こ
み
有
料
指
定

袋
保
管
業
務
、
事
務
群
を
担
当
し
ま
す
。

◆
臨
時
職
員
　
　
　
　
森
田
　
笑
子

用
瀬
取
次
所
駐
在
員

実
未

９
～
拓
じ

◆
嘱
託
職
員
の
退
職

夏
目
邦
和
嘱
託
職
員

（専
務
理
事
）

が
２
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、

５
月
末
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
在
職
中

は
家
庭
こ
み
有
料
指
定
袋
保
管
業
務
、

襖
　
障
子
張
り
作
業
等
の
担
当
者
と
し

て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
会
員
と
し
て
事
務
局
へ
の
助
言

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
饉

熱
中
症
は
適
切
な
予
防
を
す
れ
ば
防

ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
正
し
く
理
解

し
、
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

《
熱
中
症
と
は
》

◆
高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た

り
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か

な
い
こ
と
に
よ
り
、
体
内
に
熱
が
た

ま
り
、
筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
さ

ら
に
は
吐
き
気
や
倦
怠
感
な
ど
の
症

状
が
現
れ
、
重
症
に
な
る
と
意
識
障

害
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

◆
気
温
が
高
い
、
湿
度
が
高
い
な
ど
の

環
境
条
件
と
、
体
調
が
良
く
な
い
、

署
さ
に
体
が
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
な

ど
の
個
人
の
体
調
に
よ
る
影
響
と
が

重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
熱
中
症
の
発

生
が
高
ま
り
ま
す
。

◆
屋
外
で
活
動
し
て
い
る
と
き
だ
け
で

な
く
、
室
内
で
何
も
し
て
い
な
く
て

も
熱
中
症
を
発
症
し
、
救
急
搬
送
さ

れ
た
り
、
死
亡
す
る
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

《
熱
中
症

の
予
防
法
》

◆
熱
中
症
の
予
防
に
は

「水
分
補
給
」

と

「暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」
が
大
切

で
す
。

◆
こ
ま
め
な
水
分
　
塩
分
補
給

特
に
高
齢
者
の
場
合
、
の
ど
の
渇
き

を
感
じ
な
く
て
も
こ
ま
め
な
水
分
補

給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室
内
環
境

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使

っ
た
温
度

調
節
。
こ
ま
め
な
換
気
、
遮
光
カ
ー

テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
な
ど
。

◆
体
調
に
合
わ
せ
た
対
策

こ
ま
め
な
体
温
測
定
。
通
気
性
の
良

い
吸
湿
　
速
乾
の
衣
服
。
保
冷
剤
、

入
会
説
明
会

日
　
時
　
毎
月
第
２
　
４
火
曜
日

午
後
２
時
～

※
た
だ
し
８
月
の
第
２
火
曜
日

の
み
８
月
１６
日
的
に
変
更
し

ま
す
。

※
祝
日
の
場
合
は
翌
日

揮場
　
一所
　
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

鳥
取
市
富
安
２
丁
目
１
０
４

（高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

問
合
せ
先
　
市電
話
２
１
０
０
５
０

編
集
後
記

戦
後
の
物
の
な
い
時
期
に
幼
少

期
を
迎
え
、
経
済
成
長
の
も
と
に

働
き
続
け
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど

の
苦
し
い
時
期
を
乗
り
越
え
て
き

た
、
団
塊
の
世
代
と
い
わ
れ
る
人

た
ち
が
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
技

術
や
経
験
を
活
か
し
て
社
会
と
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
新
た
な
人
と
の
つ

な
が
り
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
間
を

支
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

そ
の

一
端
を
担
え
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
　

　

　

（Ｙ

・
０
）

氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な

ど
に
よ
る
体
の
冷
却
。

◆
外
出
の
時
の
注
意

凸

昌

日
傘
や
帽
子
の
着
用
。
日
陰
の
利

用
、
こ
ま
め
な
休
憩
。
通
気
性
の
良

い
吸
湿
　
速
乾
の
衣
服
着
用
。
天
気

の
良
い
日
は
昼
下
が
り
の
外
出
は
で

き
る
だ
け
控
え
る
。

《注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

お
願
い
し
た
り
こ
と
》

◆
署
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

◆
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
６５
歳

以
上
で
す
。
高
齢
の
方
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

◆
ま
わ
り
が
協
力
し
て
、
熱
中
症
予
防

を
呼
び
か
け
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

◆
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
熱
中
症

予
防
を
忘
れ
な
い
よ
う
こ
注
意
く
だ

さ
い
。
決
し
て
無
理
な
節
電
は
せ

ず
、
適
度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

（厚
生
労
働
省
発
行
文
書
よ
り
抜
粋
）


